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４月１日、金沢バス旅行に友人３人と出掛けた。駅前のマンテンホテルを拠点とする、

３泊４日のフリープランの旅で、総額 19800 円の格安料金が魅力である。 

 

能登半島めぐり 

 

４月２日、金沢駅前 7:50 発の能登定期観光わじ

ま号に乗り、約２時間で輪島に到着した。輪島漆

器会館で、重要有形民俗文化財の指定を受けた輪

島塗制作用具や製造工程を見学した後、4,000 点 

にも及ぶ展示製品を見てまわりました。そのすば

らしい技は、後継者を育成して後世まで伝えても

らいたいと思いました。 

                                                    ４月２日 輪島朝市 

漆器会館を出ると、すぐ先が輪島朝市の場所

です。新鮮な海産物、干物、野菜、民芸品など

の露店が所狭しと道の両側に並んでいます。お

ばあちゃんの店が多く、そのかけ声に負けて、

ついついいっぱい買ってしまいました。 

朝市の先にある総持寺は、曹洞宗の大本山で

した。本山

が鶴見に移

ったため、現在は大本山総持寺祖院というそうです。

地震で痛んだ本堂の修理が行われていました。 

巌門は、海に突き出た岩盤に、浸食によってあい

た洞門のことで能登金剛を象徴する光景です。風が

強く遊覧船が出なかったのは残念でした。 

帰りに千里浜なぎさをバスが走り、右側の窓のす

ぐ下が海であるのにはびっくりしました。 

                     ４月２日 千里浜なぎさ 

 



大荒れの白川郷 

 

４月３日、バスで白川郷へ向かう。金沢から１時間ちょっとの距離です。着いた時に

はみぞれまじりの雨が降っていました。バスが続々と到着し、外人も大勢いました。雨

の中を合掌造り集落を見て回っていると、突然猛烈な風が吹いてきて傘が壊れてしまい

ました。後になって、わかりましたが、この日は日本列島を台風並みの強風が吹き荒れ

ました。 

   

今は藁葺きの古い民家には人は住んでなく、集落は観光用に保存されています。外界

から隔離された、厳しい自然環境の中で、ひっそりと暮らした往時の住民の過酷な生活

がしのばれます。それだけに来たかいがありました。 

 

金沢を拠点にすると、日帰りで

行ける観光地は多く、酒や海の幸

もおいしく、毎年来たくなります。 

２年前に来た時には、兼六園、

金沢城、ひがし茶屋街、安江金箔

工芸館、室生犀星記念館、永平寺

などを回りました。 

クラブツーリズムの片棒をかつ

ぐつもりはありませんが、100%満

足間違いありませんので、一度検

討してみてはいかがでしょうか。 

 

４月３日 白川郷 

 


